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序 文

　沖積地は主に河川の氾濫によって形成され，河川堤防，三角州，後背湿地，湖沼，干潟などを含む

場所である．そこには複雑な地形がみられ，水辺の環境も多様であることから，多彩な植生が発達し，

多くの生物がそれらに依存して生息している．しかし，わが国では，これらの沖積地を取り巻く自然

環境が，都市開発や各種の技術開発に伴なって消滅，改変，変質などを余儀なくされている。近年に

なって，水辺環境の保護・保全が重要視され始め，これらの水辺環境における生態学的調査・研究が

にわかに活発になってきた．また，これらに呼応して，ビオトープやハビタットの創出技術などの，

応用的な分野からの保全施策の展開が，国を挙げて遂行されてきている．

　私は，30年問横浜国立大学環境科学研究センターに奉職し，植物社会学の研究に携わったが，個人

的にはおもに河川や湿原における植物群落の分類学的研究にいそしんだ．宮脇　昭先生のご指導のも

と多摩川の河原から始まった私の研究は，多くの研究者の協力を得ていまは広く全国の河川に及んで

いる．

　このたび，私の退官に際し，有志による論文集の出版計画がなされることになった．私にとって大

変名誉なことであったが，希望により，沖積地における植生を研究対象とする執筆を皆様にお願いす

ることとした．沖積地を対象とする生態学の研究者はこれまで必ずしも多くはなく，いささか出版を

危惧したが，幸い有志協力者の賛同を得て，ここに19編の論文を搭載することができた．これらの報

文が，わが国の沖積地の保全と賢明な利用に大いに役立てられることを信じている．

　なお，本書の出版に対し，多くの方々から醸金の提供を受けた．また，編集には，横浜国立大学大

野啓一氏の一方ならぬ協力を得た．ご援助いただいた方々にここに深く感謝いたします．

平成13年8月23日

奥　田　重　俊
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